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キ
ー
ワ
ー
ド
：
六
諭
衍
義
、
原
因
理
由
デ
、
仮
定
タ
ラ
、
地
域
共
通
語
、
近
世

伊
勢
方
言

　
　
　

一　

は
じ
め
に

　
『
六
諭
衍
義
俗
講
』（
写
本
一
冊
・
九
十
丁
・
架
蔵
、
以
下
『
俗
講
』

と
称
す
）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
講
義
物
」
に
類
し
、
江
戸
時
代
後
期
の

成
立
と
推
定
さ
れ
る
。
講
述
者
は
伊
勢
国
松
坂
に
居
を
構
え
た
神
職

と
み
ら
れ
、『
俗
講
』
は
そ
の
講
釈
を
書
き
留
め
た
講
義
録
の
体
裁

を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、当
期
伊
勢
地
方
に
お
け
る
地
域
共
通
語
・

方
言
を
考
察
す
る
上
で
貴
重
な
価
値
を
有
す
る
国
語
資
料
（
史
料
）

で
あ
る
と
い
え
る（

１
）。

　

　
伊
勢
国
神
職
講
『
六
諭
衍
義
俗
講
』
の
接
続
形
式

　
　
―
順
接
確
定
・
仮
定
の
用
法
―

安
道
　
里
巳

　

本
稿
で
は
『
俗
講
』
の
接
続
形
式
（
順
接
確
定
・
仮
定
の
用
法
）

に
つ
い
て
考
察
し
、
国
語
資
料
（
史
料
）
と
し
て
み
た
『
俗
講
』
の

具
体
的
な
様
相
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　　
　
　

二　

書
誌
的
事
項

　
『
俗
講
』
の
接
続
形
式
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、『
俗
講
』
の
書
誌

的
事
項
に
関
し
て
す
で
に
報
告
し
た
と
こ
ろ（

２
）を

改
め
て
簡
潔
に
記
す
。

　
　

○
写
本　

一
冊
、
九
十
丁
、
袋
綴
。

　
　

○
縦
二
四
・
三
糎
×
横
一
五
・
六
糎
。

　
　

○
表
紙　

縹
色
（
無
地
）
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○
題
簽　
「
六
諭
衍
義
俗
講
」（
表
紙
左
上
）
と
記
す
。

　
　

○
内
題　

巻
首
に
「
俗
解
六
諭
衍
義
」
と
あ
り
、
こ
の
点
、
題

　
　
　
　
　

簽
の
表
記
と
異
な
る
。

　
　

○
表
記�　

原
則
と
し
て
本
文
は
漢
字
と
片
仮
名
と
を
用
い
、
半

丁
八
行
で
記
す
。

　

書
名
に
あ
る
「
六
諭
」
と
は
、「
孝
順
父
母
」「
尊
敬
長
上
」
な
ど
、

明
の
洪
武
帝
（
一
三
二
八
～
一
三
九
八
）
が
民
衆
教
化
の
た
め
に
制

定
し
た
六
箇
条
の
教
訓
を
い
う
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
清
で
成
っ
た

『
六
諭
衍
義
』（「
六
諭
」
の
解
説
書
）
が
薩
摩
を
経
て
八
代
将
軍
吉

宗
へ
献
上
さ
れ
、
儒
学
者
、
室
鳩
巣
（
一
六
五
八
～
一
七
三
四
）
に

よ
り
訓
注
が
付
さ
れ
た『
六
諭
衍
義
大
意
』（
一
七
二
二
年
刊
・
官
刻
）

は
全
国
の
寺
子
屋
で
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た（

３
）。

　
『
俗
講
』
の
講
述
者
の
姓
名
・
生
没
年
な
ど
は
依
然
と
し
て
未
詳

で
あ
る
が
、『
俗
講
』
に
お
け
る
内
部
徴
証
か
ら
推
測
し
て
、『
俗
講
』

の
講
述
者
は
、
伊
勢
国
（
松
坂
）
に
居
を
構
え
、「
六
諭
」
の
講
述

を
実
践
し
て
い
た
頃
に
は
す
で
に
老
年
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。『
俗
講
』
の
講
述
者
は
卑
近
な
事
例
を
挿
話
と
し

て
取
り
入
れ
、
平
易
な
口
語
を
も
使
用
す
る
。

　

こ
う
し
た
『
俗
講
』
の
成
立
事
情
な
ど
を
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
次

の
よ
う
な
想
定
に
基
づ
き
、『
俗
講
』
の
口
語
（
地
域
共
通
語
・
方
言
）

を
考
察
す
る
。

�����������������������������������������

【
想
定
さ
れ
る
『
俗
講
』
の
口
語
】

〈
時
代
〉
江
戸
時
代
後
期
（
天
保
年
間
頃
）
に

〈
地
域
〉
伊
勢
国
松
坂
（「
松
坂
大
橋
」
付
近
）
に
居
住
し
て
い
た

〈
位
相
〉
教
養
層
に
属
す
る
男
性
（
神
職
・
五
十
歳
代
か
）
に
よ
り

―
―
『
俗
講
』（
講
述
）
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
口
語

　
　

三　

順
接
の
確
定
条
件
を
表
す
接
続
形
式

　
『
俗
講
』
に
お
け
る
順
接
確
定
条
件
を
表
す
接
続
形
式
と
し
て
は
、

「
已
然
形
＋
バ
」、
カ
ラ
、
ユ
エ
（
ニ
）、
ニ
ヨ
ッ
テ
に
加
え
て
デ
の

使
用
が
み
ら
れ
る
。

　
〈
表
１
〉
は
そ
れ
ら
の
用
例
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。『
俗
講
』

に
お
け
る
順
接
の
確
定
条
件
を
表
す
接
続
形
式
の
用
例
数
か
ら
み
る

と
、「
已
然
形
＋
バ
」
が
最
も
優
勢
で
あ
り
、
次
い
で
カ
ラ
が
そ
れ

に
拮
抗
す
る
勢
い
を
み
せ
て
い
る
。さ
ら
に
ユ
エ（
ニ
）、ニ
ヨ
ッ
テ
、

デ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
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〈
表
１
〉『
俗
講
』
に
お
け
る
順
接
確
定
条
件
の
様
相

【
已
然
形
＋
バ
】

「
已
然
形
＋
バ
」
に
お
け
る
「
バ
」
の
上
接
語
に
は
、

　

①�

ア
ル
時
、
四
日
市
ノ
商
人
某
来
リ
ケ
レ
ハ
、
縁
談
ノ
ヿ
御
頼
ミ

ナ
サ
ル
ト
此
商
人
暫
ク
考
ヘ（

４
）、

…
（
十
五
丁
ウ
１
行
目
）

　

②
男
子
一
人
生
手
ノ
内
ノ
玉
ト
養
育
イ
タ
シ
、
商
ナ
ヒ
ハ
益
々
繁

　
　

昌
ス
ル
。
家
ハ
次
第
ニ
ト
ミ
（
富
）
ケ
レ
ハ
、
人
皆
羨
ミ
、
主

　
　

人
ノ
物
ヲ
盗
ム
テ
モ
、
罰
ハ
ナ
キ
モ
ノ
ナ
ド
ト
申
テ
居
タ
カ
…

　
　
（
二
十
八
丁
オ
７
行
目
）

と
、
用
例
①
、
②
の
よ
う
に
、
文
語
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
ほ
か
、

　

③
私
カ
親
ヲ
私
カ
打
擲
イ
タ
ス
ヲ
御
上
ノ
御
苦
労
ニ
成
ニ
ハ
及
不

　
　

申
ト
遠
慮
ナ
ク
申
セ
ハ
、
御
奉
行
ハ
暫
ク
御
考
ヘ
ナ
サ
レ
テ
サ

　
　

テ
仰
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
ハ
、
…
（
二
十
丁
ウ
５
行
目
）

　

敬
語
「
申
す
」
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
用
例
①
～
③
の
よ
う
に
こ
れ

ら
は
や
や
堅
い
古
態
の
形
式
で
あ
り
、
教
化
・
講
釈
に
あ
っ
て
は
落

ち
着
い
た
語
調
の
接
続
形
式
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。「
已
然
形
＋
バ
」

形
式
は
こ
う
し
た
旧
来
の
伝
統
的
・
文
語
的
な
語
法
と
し
て
一
定
の

勢
力
を
保
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
う
ち
原
因
理
由
を

表
す
「
已
然
形
＋
バ
」
の
用
例
は
次
の
よ
う
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

④�

…
女
ハ
昼
夜
帯
モ
解
カ
ズ
、
看
病
ス
ル
ヿ
ハ
中
々
実
ノ
子
モ
出

来
カ
タ
キ
ク
ラ
ヒ
ノ
ヿ
ナ
レ
ハ
、
御
隠
居
ハ
此
女
ヲ
不
便
ニ
思

召
シ
、
…
（
十
四
丁
ウ
２
行
目
）　

こ
の
よ
う
に
「
已
然
形
＋
バ
」
が
従
来
担
っ
て
い
た
原
因
理
由
を
表

す
用
法
は
『
俗
講
』
に
お
い
て
は
か
な
り
低
調
で
あ
る
。
原
因
理
由

を
明
示
す
る
他
の
接
続
形
式
カ
ラ
、
ニ
ヨ
ッ
テ
な
ど
に
委
譲
さ
れ
る

と
い
っ
た
近
代
語
に
お
け
る
「
分
析
化
」
の
傾
向（

５
）が

進
ん
で
い
く
推

移
を
反
映
し
た
結
果
と
み
ら
れ
る
。

【
カ
ラ
】

　

続
い
て
カ
ラ
の
用
例
を
示
す
。

　

⑤�
是
ハ
ア
マ
リ
不
思
議
ナ
ヿ
ダ
カ
ラ
、
ツ
ラ
〳
〵
考
ヘ
見
ル
ニ
…

（
四
十
一
丁
オ
８
行
目
）

バ

カ
ラ

 

ユ
ヱ
（
ニ
）
ニ
ヨ
ッ
テ

デ

131

121

69

22

11
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�　

�
⑥�
偖
其
頃
名
高
キ
儒
者
ノ
徂
来
先
生
ニ
命
ゼ
ラ
レ
テ
訓
点
ヲ
附
サ

セ
ラ
レ
タ
ガ
訓
点
バ
カ
リ
デ
ハ
民
百
姓
カ
ヨ
メ
ヌ
カ
ラ
、
再
ヒ

室
鳩
巣
ト
云
儒
者
ニ
命
ゼ
ラ
レ
テ
和
訓
ニ
シ
テ
平
仮
名
ニ
書
カ

セ
ラ
レ
タ
カ
只
今
読
マ
シ
タ
ル
六
諭
衍
義
ノ
大
意
テ
ゴ
サ
ル
。

（
一
丁
ウ
３
行
目
）

　

⑦�

是
ハ
天
下
ノ
人
皆
ヨ
ク
御
存
ノ
孝
子
ナ
レ

、
其
証
拠
ヲ
知
タ

ル
人
カ
少
ナ
ヒ
カ
ラ
、
其
証
拠
ヲ
御
噺
申
シ
マ
シ
ョ
。（
五
丁

ウ
２
行
目
）

用
例
⑤
は
断
定
の
助
動
詞
ダ
に
カ
ラ
が
下
接
し
た
例
で
、
そ
の
ま
ま

江
戸
語
に
通
じ
る
よ
う
な
用
法
で
あ
る
。
用
例
⑤
～
⑦
で
は
、
講
述

者
自
身
が
講
釈
・
教
化
の
た
め
に
聴
衆
に
対
し
て
直
接
的
に
カ
ラ
を

使
用
し
て
い
る
。

　

用
例
数
か
ら
み
る
と
、『
俗
講
』
の
原
因
理
由
表
現
で
は
、
カ
ラ

が
主
軸
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
『
俗
講
』
で
は
カ
ラ
使
用
が
あ

た
か
も
全
般
的
に
定
着
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

然
し
、『
俗
講
』
の
講
述
者
が
挿
話
内
に
お
い
て
、
特
定
の
話
者

を
設
定
し
、
カ
ラ
を
使
用
さ
せ
た
例
と
し
て
は
、

　

⑧�

「
…
改
心
致
シ
テ
オ
ソ
ヒ
ヿ
ハ
ナ
ヒ
カ
ラ
、此
金
ヲ
持
テ
行
ケ
」

ト
言
ヘ
共
、
…
（
十
二
丁
ウ
６
～
７
行
目
）

　
　

＊
四
日
市
で
商
家
を
営
む
主
人
→
息
子

　

⑨�

「
…
昔
ノ
武
士
デ
モ
落
ブ
レ
タ
時
ニ
ハ
心
ナ
ラ
ズ
モ
賊
ヲ
ナ
シ

テ
暫
路
金
ヲ
ツ
ナ
ギ
世
ニ
出
タ
ル
ヿ
モ
有
、
何
モ
恥
シ
キ
ヿ
ハ

ナ
ヒ
カ
ラ
、
我
云
ニ
任
セ
テ
暫
忍
ハ
レ
ヨ
」
ト
勧
ラ
レ
テ
不
得

止
賊
ヲ
ハ
タ
ラ
ヒ
タ
カ
…
（
八
十
六
丁
ウ
１
行
目
）

　
　

＊
盗
賊
→
松
阪
大
口
村
出
身
の
奉
公
人

と
、
わ
ず
か
に
二
例
を
数
え
る
に
す
ぎ
ず
、『
俗
講
』
に
お
け
る
カ

ラ
使
用
の
ほ
と
ん
ど
は
、
会
話
文
中
で
は
な
く
、
講
述
者
に
よ
る
直

接
的
な
用
法
（
語
り
手
→
聴
き
手
・
書
き
手
→
読
み
手
）
と
し
て
の
カ
ラ

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
用
例
⑨
の
カ
ラ
使
用
者
は

伊
勢
国
（
三
重
県
）
松
坂
の
人
物
と
い
う
設
定
と
な
っ
て
お
り
、
話

の
途
中
で
突
如
、
話
し
手
自
身
が
「
盗
賊
」
で
あ
る
旨
を
明
か
す
。

驚
く
聴
き
手
の
「
奉
公
人
」
に
と
っ
て
、
話
し
手
は
「
幼
少
ノ
時
ノ

友
」（
八
十
五
丁
ウ
）
で
あ
っ
た
と
『
俗
講
』
の
講
述
者
は
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
『
俗
講
』
の
全
編
を
通
じ
て
原
因
理
由
の
カ
ラ
が
多

用
さ
れ
て
い
る
事
実
か
ら
み
て
、
江
戸
時
代
後
期
の
伊
勢
地
方
に
お

け
る
カ
ラ
の
勢
力
は
小
さ
く
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
先
述
し
た

よ
う
に
会
話
文
に
限
定
し
て
い
え
ば
、『
俗
講
』
の
カ
ラ
使
用
は
や

や
抑
制
的
で
あ
る
点
が
、特
異
的
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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【
ニ
ヨ
ッ
テ
】

　

東
西
方
言
対
立
の
観
点（

６
）か

ら
み
て
、
カ
ラ
と
対
照
的
な
原
因
理
由

の
接
続
形
式
と
み
ら
れ
る
ニ
ヨ
ッ
テ
に
つ
い
て
は
、

　

⑩�

「
…
我
妻
ジ
ヤ
ニ
ヨ
ツ
テ
何
ト
云
テ
モ
ヨ
イ
」
ト
思
フ
カ
ラ
身

上
ノ
乱
ト
ナ
リ
家
カ
治
マ
ラ
ヌ
。（
四
十
丁
オ
１
行
目
）

と
い
う
よ
う
な
例
が
み
ら
れ
る
。
用
例
⑩
で
は
心
内
文
中
に
ニ
ヨ
ッ

テ
を
使
う
一
方
で
心
内
文
を
閉
じ
た
そ
の
直
後
に
カ
ラ
を
用
い
て
お

り
、『
俗
講
』
の
講
述
者
に
よ
る
両
者
の
使
い
分
け
の
一
端
を
う
か

が
わ
せ
る
。

　

用
例
数
で
カ
ラ
に
続
く
ニ
ヨ
ッ
テ
は
二
二
例
が
確
認
で
き
る
。
講

釈
・
教
化
に
お
け
る
直
接
的
な
接
続
形
式
の
用
例
と
し
て
は
、

　

⑪
御
利
益
カ
有
ニ
ヨ
ツ
テ
百
里
二
百
里
ノ
遠
キ
ヲ
厭
ハ
ス
参
詣
シ

　
　

又
近
キ
処
ハ
月
参
モ
イ
タ
ス
ノ
ジ
ヤ
（
四
十
五
丁
オ
１
行
目
）

　

⑫
其
ノ
夜
ハ
寝
マ
シ
タ
カ
、
翌ア

日ス

ノ
朝
ニ
ナ
ツ
テ
彼
手
水
盥
カ
ナ

　
　

ク
テ
不
自
由
ジ
ヤ
ニ
ヨ
ツ
テ
朝
ハ
不
自
由
ナ
リ
ニ
（
其
儘
テ
）

　
　

ス
マ
シ
（
四
十
丁
ウ
６
～
７
行
目
）

��

⑬
又
□
ニ
神
ニ
親
シ
ク
仕
ヘ
奉
リ
御
神
遷
ノ
時
ハ
畏
ク
モ
神
ノ
御

　
　

体
ヲ
手
ヅ
カ
ラ
ウ
ツ
シ
奉
ル
職
掌
ヂ
ヤ
ニ
ヨ
ツ
テ
色
ニ
執
着
シ

　
　

テ
心
カ
穢
レ
テ
ハ
幾
度
頭
カ
ラ
水
ヲ
ソ
ヽ
ヒ
テ
潔
斎
シ
テ
モ
心

　
　

ハ
清
マ
ラ
ヌ
。（
五
十
九
丁
オ
７
行
目
）

　

⑭
伯
父
オ
バ
カ
姪
ヤ
甥
ヲ
モ
リ
ス
ル
ハ
順
ナ
レ
ト
モ
姪
ヤ
甥
カ
伯

　
　

父
オ
ハ
ヲ
負
フ
ハ
逆
チ
ヤ
ニ
ヨ
ツ
テ
見
苦
シ
ヒ
。（
六
十
一
丁

　
　

ウ
８
行
目
）

��

⑮
神
道
テ
世
ヲ
逃
ル
ヽ
ノ
ハ
姿
ハ
是
迄
ノ
通
リ
テ
心
ノ
変
ル
ノ
チ

　
　

ヤ
ニ
ヨ
ツ
テ
甚
タ
六（

マ
マ
）

ケ
シ
ヒ
。（
六
十
四
丁
オ
５
行
目
）

な
ど
の
使
用
例
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
ヂ
ヤ
（「
ジ
ヤ
」
と

も
表
記
）
に
下
接
し
た
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
用
例
⑯
の
よ
う
に
ほ
ぼ
一
語
の
接
続
詞
と
化
し
た
用
例
も
み

ら
れ
る
。

　

⑯
是
ジ
ヤ
ニ
ヨ
ツ
テ
、
束
帯
ヲ
シ
タ
処
ハ
イ
カ
ニ
モ
神
主
ラ
シ
ヒ

　
　

ケ
レ
ト
モ
心
ハ
常
人
ト
同
シ
ヿ
チ
ヤ
（
五
十
九
丁
オ
３
行
目
）

こ
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
に
講
釈
に
取
り
込
ん
だ
歴
史
的
な
逸
話
の
中

で
ニ
ヨ
ッ
テ
を
使
用
す
る
例
も
み
ら
れ
る
。

　

⑰�

此
侍
尾
輿
鎌
子
ノ
両
人
カ
申
ニ
ハ
「
サ
キ
ノ
日
臣
ラ
カ
申
ヿ
ヲ

用
ヒ
給
ハ
ヌ
ニ
ヨ
ツ
テ
此
死
病
ヲ
致
ス
。
早
ク
投
□
テ
後
ノ
福

ヲ
求
タ
マ
ヘ
」
ト
申
カ
ラ
…
（
三
十
一
丁
ウ
２
行
目
）

　
　

＊
物
部
尾
輿
・
中
臣
連
鎌
子
→
欽
明
天
皇　
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用
例
⑰
は
『
俗
講
』
の
時
代
か
ら
大
き
く
世
を
隔
て
た
六
世
紀
の

奈
良
を
舞
台
と
し
て
お
り
、
い
わ
ば
類
型
的
な
用
法
と
し
て
ニ
ヨ
ッ

テ
が
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

ニ
ヨ
ッ
テ
は
上
方
語
的
性
格
を
有
す
る
形
式
で
あ
り
、
江
戸
時
代

後
期
に
は
衰
退
期
を
迎
え
て
い
た（

７
）。『

俗
講
』
に
お
い
て
も
右
の
よ

う
に
用
例
数
の
点
、
さ
ら
に
は
接
続
形
式
ニ
ヨ
ッ
テ
が
限
ら
れ
た
上

接
語
（
主
と
し
て
ヂ
ヤ
）
に
下
接
す
る
と
い
っ
た
固
定
化
し
た
用
法

に
傾
い
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
江
戸
時
代
後
期
の
伊
勢
地
方
に
お
け

る
ニ
ヨ
ッ
テ
も
同
じ
く
、も
は
や
江
戸
語
カ
ラ
の
勢
力
に
圧
倒
さ
れ
、

衰
微
し
つ
つ
あ
っ
た
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。

【
ユ
ヱ
（
ニ
）】　

　

ユ
ヱ
（
ニ
）
は
、
や
や
堅
い
語
感
の
伴
う
形
式
で
あ
り
、
お
そ
ら

く
当
期
の
日
常
語
を
写
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
講
釈
・
教
化
と

い
う
性
質
に
適
う
「
講
釈
用
語
」
の
一
つ
と
し
て
多
用
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
ユ
ヱ
（
ニ
）
の
全
六
九
例
中
、
会
話
文
中
で
の
用
例
は
五

例
と
少
な
い
。

　

⑱�

「
金
子
ハ
日
夜
丹
誠
シ
テ
十
ヶ
年
ノ
間
ニ
ハ
儲
出
シ
テ
返
金
致

マ
ス
故
何
卒
借
下
サ
レ
マ
シ
タ
ナ
ラ
ハ
、
難
有
存
シ
マ
ス
」
ト

辱
モ
遠
慮
モ
ナ
ク
申
カ
ラ
、
…
（
十
一
丁
オ
４
行
目
）

　
　

＊
四
日
市
の
商
人
の
息
子
→
父
親

【
デ
】

　
『
俗
講
』
の
順
接
確
定
条
件
を
表
す
接
続
形
式
の
中
で
、
用
例
数

こ
そ
多
く
は
な
い
が
、
軽
視
で
き
な
い
の
が
デ
の
使
用
で
あ
る
。

　
『
俗
講
』
に
お
け
る
デ
の
全
使
用
例
（
一
一
例
）
を
示
せ
ば
、
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

⑲�

親
カ
申
ニ
ハ
「
子
カ
親
ニ
頼
ム
ニ
改
リ
タ
ル
言
ヤ
ウ
シ
ヤ
。
遠

慮
ニ
ハ
及
ハ
ヌ
。
何
ナ
リ
ト
言
タ
カ
ヨ
ヒ
」
ト
申
タ
テ
、
息
子

カ
申
ニ
ハ
「
恥
敷
ヿ
ナ
カ
ラ
、
四
日
市
ノ
馴
染
ノ
女
カ
此
度
ア

ル
御
屋
敷
ヘ
身
請
セ
ラ
ル
ヽ
相
談
ニ
成
マ
シ
タ
カ
、此
女
ヲ
…
」

（
十
丁
ウ
６
行
目
）

　

⑳�

嫁
カ
病
気
付
タ
カ
ラ
養
生
ニ
手
ヲ
盡
シ
ナ
レ

其
験
モ
ナ
ク
終

ニ
返
ラ
ヌ
旅
ニ
赴
マ
シ
タ
デ
、
父
母
ノ
歎
キ
、
息
子
ノ
愁
傷
目

モ
ア
テ
ラ
レ
ヌ
ヿ
デ
其
後
、
嫁
ヲ
尋
ネ
タ
処
カ
、
ヨ
ヒ
者
モ
ナ

ク
…
（
十
三
丁
ウ
４
行
目
）

　

㉑�
御
隠
居
カ
病
気
ニ
テ
御
休
ミ
ナ
サ
レ
タ
テ
旦
那
方
ハ
申
ニ
及
ハ

ズ
、
女
モ
大
キ
ニ
驚
キ
京
都
ヨ
リ
名
医
ヲ
ム
カ
ヒ
、
手
ヲ
盡
シ



― 37―

テ
昼
夜
看
病
ス
レ

、
御
老
躰
ト
言
、
元
氣
衰
ヘ
タ
ル
故
、
病

ハ
次
第
ニ
重
リ
ケ
レ
ハ
…
（
十
四
丁
オ
６
行
目
）

　

㉒�

御
隠
居
ハ
御
満
悦
ナ
サ
レ
タ
カ
、
是
ヨ
リ
三
、四
月
過
テ
終
ニ

御
死
去
ナ
サ
レ
タ
テ
、
御
夫
婦
ハ
申
ニ
不
及
、
此
女
ハ
親
ヲ
失

ヒ
シ
如
ク
歎
キ
悲
ミ
□
ノ
□
リ
ヲ
□
怠
ラ
ス
勤
メ
仕
ヘ
ル
ヿ
生

ル
人
ニ
仕
ヘ
ル
如
ク
モ
厚
キ
志
ニ
旦
那
モ
ホ
ト
ム
ト
感
心
ナ
サ

レ
何
卒
良
縁
ヲ
求
ム
ト
出
入
ノ
者
夫
々
ヘ
御
頼
ミ
ナ
サ
レ
タ

カ
、
…
（
十
五
丁
オ
５
行
目
）　

　

㉓
重
キ
病
ト
ナ
リ
、
是
モ
帰
ラ
ヌ
旅
ニ
赴
ヒ
タ
テ
、
妹
ハ
両
親
ニ

　
　

離
レ
姉
ニ
ハ
別
レ
此
身
ハ
如
何
成
行
ヤ
ラ
ム
ト
昼
夜
泣
ク
ラ
シ

　
　

マ
シ
タ
カ
、
扨
々
世
ニ
ハ
運
ノ
ワ
ル
ヒ
者
モ
ア
ル
モ
ノ
テ
、
又

　
　

妹
モ
眼
ヲ
泣
キ
ハ
ラ
シ
テ
重
キ
眼
病
ニ
成
マ
シ
タ
カ
…
（
二
十

　
　

三
丁
ウ
１
行
目
）　

　

㉔�

又
物
部
ノ
尾
輿
。
中
臣
ノ
連
鎌
子
同
申
ニ
ハ
我
國
ハ
天
地
社
稷

一
百
八
十
神
ヲ
以
テ
春
夏
秋
冬
祭
拝
ヲ
為
ス
事
、
今
改
蕃ト

ナ
リ

神
ヲ

拝
ム
ヤ
、
恐
ク
ハ
國
神
ノ
怒
ヲ
致
シ
給
ハ
ン
ト
申
タ
テ
、
天
皇

モ
宣
ト
思
召
テ
其
佛
像
ヲ
委
ク
稲
目
ノ
宿
祢
ニ
タ
マ
ハ
ツ
タ
処

カ
、
忻
悦
テ
向
原
ノ
家
ヲ
寺
ニ
シ
テ
是
ヘ
祭
ツ
タ
カ
、
…　
　

（
三
十
一
丁
オ
５
行
目
）

　

㉕�

是
ハ
昔
ノ
ヿ
ジ
ヤ
カ
、
国
司
北
畠
殿
ノ
頃
、
多
氣
ヘ
ン
ノ
某
ト

カ
云
村
ノ
村
役
人
カ
御
年
貢
収
納
ノ
時
、
少
少
ヅ
ヽ
ノ
引
コ
シ

カ
有
ト
云
ヿ
ヲ
村
ノ
者
カ
サ
ク
リ
出
シ
テ
、
ア
レ
ヤ
コ
レ
ノ
帳

面
ヲ
調
タ
処
ガ
都
合
四
十
八
俵
ホ
ト
ノ
引
コ
シ
ニ
成
テ
イ
タ
カ

ラ
、
サ
ア
村
中
ノ
者
カ
承
知
ナ
リ
カ
タ
シ
ト
庄
屋
ヘ
ツ
メ
カ
ケ

タ
テ
、
村
役
人
モ
元
ヨ
リ
私
ク
シ
致
セ
シ
ニ
相
違
ノ
ナ
ヒ
ヿ
ナ

レ
バ
、
一
言
ノ
申
訳
モ
ナ
ク
ア
ヤ
マ
リ
入
テ
、
内
済
ヲ
頼
タ
処

カ
、
皆
ガ
申
ニ
ハ
「
何
程
弁
金
致
サ
ル
ヽ
ゾ
」
ト
云
故
、
金
子

五
拾
両
ニ
テ
内
済
ニ
致
シ
呉
ラ
レ
ヨ
ト
答
マ
シ
タ
ガ
…　

（
三
十
八
丁
オ
２
行
目
）

　

㉖�

此
松
火
ノ
火
テ
地
中
ノ
火
ヲ
ヨ
ヒ
出
シ
焼
死
タ
ト
云
ヿ
ガ
北
越

奇
談
ニ
出
テ
ア
ル
カ
ラ
、
是
モ
カ
ラ
井
戸
ヘ
火
ヲ
持
テ
這
入
タ

テ
地
中
ノ
火
ヲ
ヨ
ビ
出
シ
タ
ノ
テ
有
フ
カ
ト
思
ハ
ル
ヽ
カ
、
夫

ハ
ド
ウ
デ
モ
ヨ
イ
カ
、
此
男
モ
堪
忍
ヲ
ス
レ
ハ
此
禍
ニ
モ
逢
ズ

死
ナ
ン
ト
ヨ
イ
モ
ノ
ヲ
、
…
（
四
十
一
丁
ウ
５
行
目
）

　

㉗
ア
ル
時
近
□
ニ
入
佛
供
養
ガ
有
テ
母
親
ト
モ
リ
ニ
、
子
ヲ
オ
バ

　
　

セ
テ
参
詣
イ
タ
シ
タ
処
カ
何
レ
ノ
開
帳
ニ
テ
モ
百
八
燈
ト
云
モ

　
　

ノ
カ
有
テ
、
是
ヲ
ス
ヽ
メ
ル
ト
施
主
カ
有
テ
上
ル
ト
取
次
ノ
人

　
　

カ
一
丁
ト
大
声
ニ
呼
マ
シ
タ
ガ
其
一
ノ
声
カ
調
子
カ
ヒ
ク
ウ
テ
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長
ノ
字
ノ
声
カ
高
カ
ツ
タ
故
、
小
児
ハ
「
長
」
ト
斗
聞
タ
カ
シ

　
　

テ
其
声
ニ
応
シ
テ
「
半
」
ト
大
声
ニ
云
タ
カ
ラ
、
大
勢
ノ
参
詣

　
　

人
カ
皆
笑
フ
タ
テ
、
母
モ
下
女
モ
赤
面
シ
タ
ト
云
。（
四
十
九

　
　

丁
ウ
３
行
目
）

　

㉘
悪
事
カ
露
顕
シ
テ
座
敷
牢
ニ
押
込
ラ
レ
テ
、
イ
マ
タ
吟
味
モ
セ

　
　

ザ
ル
ウ
チ
、
座
敷
ヲ
ヌ
ケ
出
、
何
レ
ヘ
カ
出
奔
イ
タ
シ
タ
テ
、

　
　

親
元
モ
組
ガ
ヽ
リ
ニ
テ
吟
味
致
シ
タ
ケ
レ
ト
モ
、
ト
ン
ト
行
衛

　
　

ガ
シ
レ
ム
タ
カ
、
十
年
斗
立
テ
…
（
五
十
一
丁
オ
６
行
目
）　

　

㉙�

拙
者
カ
師
、
大
濵
秋
平
ハ
孝
子
テ
子
孫
ヘ
ノ
教
訓
ヲ
多
年
試
ミ

ラ
レ
マ
シ
タ
カ
、
果
シ
テ
益
カ
有
マ
ス
テ
申
マ
ス
カ
、
師
カ
申

サ
ル
ヽ
ニ
我
ハ
繊
業
ノ
家
ニ
生
レ
テ
初
少
ヨ
リ
学
文
モ
セ
ス

（
五
十
二
丁
ウ
８
行
目
）

用
例
㉕
で
は
、
や
や
冗
長
と
も
感
じ
ら
れ
る
一
文
中
に
、
カ
ラ
、
デ
、

「
已
然
形
＋
バ
」
形
式
を
介
し
て
さ
ら
に
ユ
ヱ
へ
と
続
く
と
い
う
よ

う
に
、
原
因
理
由
の
接
続
形
式
を
連
鎖
的
に
織
り
交
ぜ
、
複
文
を
構

成
し
て
い
る
。
デ
が
他
の
諸
形
式
、「
已
然
形
＋
バ
」、
カ
ラ
、
ユ
ヱ

な
ど
と
と
も
に
同
一
次
元
に
お
い
て
対
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
事
実
は
、
デ
の
特
性
を
追
究
す
る
上
で
も
見
逃
せ
な
い
言
語
事
象

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

改
め
て
デ
の
全
用
例
を
み
わ
た
す
と
、「
申
す
」（
用
例
⑲
、
㉔
）、

「
お
（
御
）
～
な
さ
る
」（
用
例
㉑
、
㉒
）、「
い
た
す
」（
用
例
㉘
、「
～

ま
す
」（
用
例
⑳
、
㉙
）
な
ど
、
そ
の
半
数
以
上
（
七
例
）
が
敬
語

表
現
と
共
起
す
る
。
ま
た
、
内
容
か
ら
み
る
と
、
用
例
⑳
、
㉒
は
と

も
に
、人
の
死
に
関
す
る
講
述
部
分
に
お
い
て
デ
を
使
用
し
て
お
り
、

神
職
た
る
講
述
者
に
よ
る
言
語
表
現
と
し
て
は
、
相
応
の
厳
粛
な
も

の
言
い
が
求
め
ら
れ
る
場
面
で
も
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
伊
勢
地
方
に
お
い
て
方
言
色
を
感
じ
さ
せ
る
デ
の
用

例
が
確
実
に
存
し
た
こ
と
は
、
彦
坂
佳
宣
（
一
九
九
七
）
に
お
い
て

す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
彦
坂
（
一
九
九
七
）
は
、
雑
俳
を

資
料
と
し
て
調
査
し
た
上
で
、「
上
方
語
を
参
考
に
伊
勢
方
言
の
様

相
を
考
え
る
と
、
ニ
ヨ
ッ
テ
の
用
法
の
対
応
は
一
応
あ
り
、
こ
の
形

式
は
上
方
語
か
ら
の
影
響
・
伝
播
が
考
え
ら
れ
る
。そ
れ
と
同
時
に
、

デ
・
ニ
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
濃
尾
地
方
と
の
形

式
上
の
共
通
性
は
か
な
り
濃
厚
で
あ
る
と
言
え
よ
う
」
と
指
摘
し
て

い
る（

８
）。『

俗
講
』
に
お
け
る
ニ
ヨ
ッ
テ
は
先
述
し
た
よ
う
に
や
や
固

定
化
し
た
用
法
を
示
し
て
い
た
が
、『
俗
講
』
の
デ
も
ま
た
そ
の
ニ

ヨ
ッ
テ
と
と
も
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
右
の
指
摘
に
沿
う
傾
向

を
呈
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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た
だ
デ
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、『
俗
講
』
で
は
「
講
釈
」
が
、

一
対
多
（
講
述
者
→
聴
衆
）
と
い
う
公
的
な
「
場
」
を
前
提
と
し
、

そ
の
い
わ
ば
中
立
的
な
「
場
」
の
中
で
の
言
語
表
現
と
し
て
デ
が
使

用
さ
れ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、『
俗
講
』

の
デ
は
、
当
時
の
伊
勢
地
方
に
お
け
る
方
言
デ
と
連
続
し
つ
つ
も
、

「
地
域
共
通
語
」
的
な
性
格
を
も
帯
び
た
用
法
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

江
戸
語
で
使
用
さ
れ
た
デ
の
位
相
に
つ
い
て
、
田
中
章
夫

（
一
九
九
三
）
は
、「
少
く
と
も
天
保
期
ま
で
の
江
戸
語
で
は
、
武
家

や
比
較
的
上
層
の
町
人
層
に
、
そ
の
使
用
が
限
ら
れ
、
丁
寧
な
も
の

言
い
の
場
合
に
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
」
と
し
、「『
デ
・
ノ
デ
』
に

よ
る
因
果
関
係
の
表
現
は
、
ど
う
も
江
戸
語
に
お
い
て
独
自
に
発
達

し
て
き
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」と
述
べ
、原
因
・

理
由
の
デ
が
東
海
地
方
か
ら
江
戸
へ
流
入
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て

い
る（

９
）。

　

こ
の
よ
う
に
『
俗
講
』
の
デ
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
伊
勢
国
（
三

重
県
）
と
い
う
、
東
西
方
言
の
緩
衝
地
帯
に
お
け
る
方
言
デ
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
江
戸
語
デ
と
の
関
連
性

を
検
討
す
べ
き
側
面
を
示
唆
し
て
お
り
、
興
味
深（

い）

。

　
　

四　

順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
接
続
形
式

　
『
俗
講
』
に
お
け
る
仮
定
表
現
の
用
例
数
を
調
査
し
た
結
果
を
〈
表

２
〉
に
示
す
。

　
〈
表
２
〉『
俗
講
』
に
お
け
る
順
接
仮
定
条
件
の
様
相

　
〈
表
２
〉
に
よ
れ
ば
、
用
例
数
で
は
タ
ラ
、
ナ
ラ
（
バ
）、
ト
、「
已

然
形
＋
バ
」
の
形
式
の
順
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

【
已
然
形
＋
バ
】

　

こ
の
う
ち
用
例
数
が
最
も
少
な
い
「
已
然
形
＋
バ
」
に
は
、

　

㉗�
サ
ス
レ
ハ
我
カ
身
ハ
父
母
ノ
分
身
テ
、
父
母
カ
ナ
ケ
レ
バ
、
我

ト
言
心
モ
此
身
モ
ナ
ヒ
。（
四
丁
丁
オ
７
行
目
）

と
い
う
よ
う
な
例
が
み
ら
れ
る
。

已
然
形
＋
バ

ト

タ
ラ

ナ
ラ
バ

４

５

23
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【
ト
】

　

続
い
て
、
ト
の
用
例
を
挙
げ
る
。

　

㉘�

大
切
ナ
先
祖
ノ
神
々
ヲ
疎
カ
ニ
シ
テ
、
外
国
ノ
仏
道
ヲ
尊
ミ
敬

ス
ル
ハ
、
譬
テ
申
ト
、
我
カ
親
ヲ
大
切
ニ
セ
ス
、
隣
ノ
親
ヲ
大

切
ニ
ス
ル
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ジ
ヤ
。（
三
十
丁
オ
３
行
目
）　

　

㉙�

坊
主
ノ
心
ニ
適
ハ
ヌ
ヿ
カ
有
ト
、
右
ノ
如
ク
死
人
ヲ
待
タ
其
返

報
ヲ
致
ス
ハ
何
ト
惜
ム
ヘ
キ
ヿ
テ
ハ
コ
サ
ラ
ヌ
カ
（
三
十
三
丁

オ
３
行
目
）

仮
定
条
件
を
表
す
接
続
形
式
ト
は
す
で
に
中
世
に
お
い
て
成
立
し
た

と
さ（

れ）

、
江
戸
時
代
に
は
一
般
的
に
ト
の
使
用
が
み
と
め
ら
れ
て
い（

る）

も
の
の
、『
俗
講
』
に
お
け
る
仮
定
ト
の
使
用
は
五
例
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
活
発
で
は
な
い
。

【
タ
ラ
】

　

仮
定
を
表
す
タ
ラ
の
用
例
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

心
内
文
に
お
け
る
用
例
と
し
て
、
四
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

㉚�

モ
シ
金
ヲ
借

（
マ
マ
）サ

ヌ
ト
申
タ
ラ
、
若
気
ノ
心
得
違
ヒ
カ
ラ
、
駈
落

ク
ラ
ヒ
ハ
安
キ
ヿ
ナ
レ

、
心
中
ト
言
ヤ
ウ
ナ
ヿ
テ
□
川
ニ
身

ヲ
没
ス
ル
ヤ
ウ
ナ
ヿ
ニ
成
タ
ラ
二
百
両
ヤ
三
百
両
ノ
金
ニ
ハ
換

ラ
レ
ヌ
悲
シ
ヒ
ヿ
シ
ヤ
。（
十
一
丁
オ
７
行
目
、
十
一
丁
ウ
１

行
目
）
＊
四
日
市
の
商
人

　

㉛
…
コ
ヽ
ガ
辛
抱
ト
五
年
斗
モ
丹
誠
致
シ
タ
処
、
思
ノ
外
喰
込
、

　
　

ソ
コ
デ
大
キ
ニ
心
痛
致
シ
、「
何
ト
致
シ
タ
ラ
ヨ
カ
ラ
ウ
」
ト

　
　

ツ
ラ
〳
〵
考
ヘ
タ
処
カ
、
…
（
六
十
七
丁
オ
８
行
目
）

　
　

＊
饂
飩
・
蕎
麦
打
ち
の
主
人

　

㉜
…
是
モ
三
年
斗
ニ
テ
又
食
コ
ミ
、「
イ
カ
ヾ
シ
タ
ラ
ヨ
カ
ロ
ウ
」

　
　

ト
十
方
ニ
ク
レ
テ
頭
ヲ
垂
、
手
ヲ
組
テ
夜
分
燈
ノ
下
ニ
思
案
シ

　
　

テ
居
ル
処
ヘ
竹
馬
ノ
友
カ
訪
ヒ
来
リ
テ
申
ニ
ハ
…
（
六
十
七
丁

　
　

ウ
４
行
目
）
＊
饂
飩
・
蕎
麦
打
ち
の
主
人

用
例
㉚
で
は
心
内
文
（
一
文
）
の
中
で
二
つ
の
タ
ラ
を
連
続
し
て
使

用
し
て
い
る
。
用
例
㉚
は
四
日
市
（
伊
勢
国
）
に
住
む
あ
る
裕
福
な

商
家
に
お
け
る
「
実
話
」
と
い
う
場
面
設
定
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
息

子
か
ら
借
金
を
頼
ま
れ
た
そ
の
父
親
が
、
か
り
に
息
子
の
要
求
を

断
っ
た
場
合
に
起
こ
る
に
違
い
な
い
好
ま
し
か
ら
ぬ
事
態
を
想
定
し

て
い
る
。
ま
た
用
例
㉛
、
㉜
は
転
職
後
、
窮
地
に
陥
っ
た
饂
飩
・
蕎

麦
打
ち
の
主
人
が
苦
慮
す
る
場
面
で
タ
ラ
を
使
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
に
会
話
文
に
お
け
る
タ
ラ
の
用
例
（
二
例
）
も

11
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み
ら
れ
る
。

　

㉝�
良
縁
モ
ナ
ク
今
ニ
独
身
テ
居
リ
マ
ス
カ
、
是
ヘ
御
縁
付
ナ
サ
レ

タ
ラ
、
至
極
ノ
良
縁
カ
ト
存
ル
ナ
リ
ト
□
□
業
ハ
致
シ
テ
モ
、

富
饒
ニ
□
□
シ
マ
ス
故
…
（
十
五
丁
ウ
６
行
目
）

　
　

＊
四
日
市
の
商
人
→
四
日
市
の
商
人

　

㉞�

主
ハ
是
迄
ノ
ヿ
ヲ
委
細
ニ
物
語
リ
致
シ
テ
「
此
上
如
何
致
シ
タ

ラ
ヨ
カ
ラ
ム
ヤ
。
ヨ
キ
工
夫
ハ
有
マ
ヒ
カ
」
ト
云
カ
ラ
此
友
ノ

男
カ
申
ニ
ハ
、
…
（
六
十
七
丁
ウ
７
行
目
）

　
　

＊
饂
飩
・
蕎
麦
打
ち
の
主
人
→
友
人
の
男

そ
の
他
、
次
の
よ
う
に
朱
筆
の
補
記
に
よ
り
、
ナ
ラ
バ
を
タ
ラ
に
書

き
換
え
（
よ
う
と
し
）
た
例
も
確
認
で
き
る
。

　

㉟�

人
ナ
キ
野
中
ヘ
連
行
テ
申
ニ
ハ
「
我
ハ
盗
賊
ナ
リ
。
我
カ
ス
ル

如
ク
シ
テ
金
カ
出
来
次
第
親
元
へ
（
行
タ
ナ
ラ
ハ
）
往イ

タ
ラ
、

ヨ
カ
ル
ヘ
シ
。
又
…
」（
八
十
六
丁
オ
４
行
目
）

　

用
例
㉟
で
は
動
詞
「
往
く
」
が
促
音
化
し
な
い
イ
タ
ラ
と
い
う
現

代
の
関
西
弁
イ
タ
（
行
っ
た
）
に
通
じ
る
用
法
が
み
ら
れ
る
。

　

写
本
に
は
（
行
タ
ナ
ラ
ハ
）
の
右
傍
に
小
さ
く
「
往
タ
ラ
」
と
朱

筆
で
書
き
加
え
、「
往
」
の
字
の
右
傍
に
「
イ
」
と
ル
ビ
を
振
る
。

用
例
㉟
は
会
話
文
中
で
の
用
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
俗
講
』
の
講

述
者
が
推
敲
の
際
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
伊
勢
方
言
に
お
け
る
タ
ラ

の
使
用
状
況
に
照
ら
し
、
ナ
ラ
バ
よ
り
も
形
式
が
単
純
で
、
か
つ
平

易
な
語
感
を
持
つ
タ
ラ
を
選
択
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

金
澤
裕
之
（
一
九
九
四
）、
矢
島
正
浩
（
二
〇
一
三
）
で
は
、
江

戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
洒
落
本
等
を
上
方
語
の
資
料
と
し
、
複
数

の
形
式
で
機
能
し
て
い
た
順
接
の
仮
定
表
現
が
、
タ
ラ
へ
と
統
合
さ

れ
て
い
っ
た
変
遷
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い（

る）

。
用
例
㉟
に
み
え

る
補
記
「
往イ

タ
ラ
」
が
講
述
者
に
よ
る
推
敲
を
重
ね
た
上
で
の
改
変

だ
と
す
れ
ば
、
や
が
て
明
治
期
の
上
方
語
で
伸
長
し
て
い
く
「
タ
ラ
」

一
元
化
へ
の
流
れ
が
す
で
に
江
戸
時
代
後
期
の
伊
勢
地
方
で
も
芽
生

え
は
じ
め
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ（

る）

。

【
ナ
ラ
（
バ
）】

　

仮
定
ナ
ラ
（
バ
）
は
、『
俗
講
』
に
お
い
て
す
べ
て
（
一
八
例
）

が
ナ
ラ
バ
の
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
五
例
は
、

　

㊱
息
子
ノ
申
ス
ニ
ハ
「
親
等
カ
ヨ
イ
ト
思
召
ナ
ラ
ハ
私
ハ
善
悪
ハ

　
　

申
マ
セ
ヌ
。
御
モ
ラ
ヒ
下
サ
レ
」
ト
申
カ
ラ
、
…
（
十
三
丁
オ

　
　

７
行
目
）
＊
四
日
市
の
商
人
の
息
子
→
父
親

と
い
う
よ
う
な
会
話
文
で
の
用
例
で
あ
る
。

13
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近
世
後
期
上
方
の
洒
落
本
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、「
中
世
以
来
、

文
献
に
よ
っ
て
数
多
く
の
用
例
が
現
わ
れ
る
」
と
い
う
「
タ
ナ
ラ

（
バ
）」
の
形
式
は
、
洒
落
本
に
お
い
て
は
、

　

○　

程
な
う
勘
当
も
ゆ
り
た
な
ら
、
こ
の
恩
の
お
く
り
や
う
も
あ

　
　

ろ
う
（
北
川
蜆
殻
（
下
））

の
一
例
の
み
と
さ
れ
る（

が）

、
仮
定
ナ
ラ
は
す
で
に
広
く
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い（

る）

。
然
し
『
俗
講
』
で
は
ナ
ラ
は
使
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
接
続
助
詞
バ
を
伴
っ
た
形
式
ナ
ラ
バ
を
専
用
し
て

お
り
、『
俗
講
』
の
講
述
者
に
よ
る
ナ
ラ
バ
使
用
の
徹
底
ぶ
り
は
、

や
や
堅
苦
し
い
印
象
を
与
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
『
俗
講
』
に
お
け
る
ナ
ラ
バ
へ
の
偏
向
性
を
考
え
る

と
き
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
注
目
さ
れ
る
。

　

㊲�

何
故
親
ニ
ヨ
ク
仕
ヘ
テ
不
孝
ト
ナ
ラ
バ
、
親
ヲ
大
切
ニ
致
シ
テ

モ
、
色
ヲ
好
ミ
、
酒
ヲ
嗜
ミ
利
欲
ヲ
ム
サ
ホ
リ
テ
飽
ヿ
ヲ
知
ラ

サ
ル
人
ハ
…
（
二
十
一
丁
ウ
７
行
目
）

用
例
㊲
で
は
「
～
ト
ナ
ラ
バ
」
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
接
続

助
詞
「
バ
」（
未
然
形
＋
バ
形
式
）
か
ら
、
指
定
辞
「
な
り
」
と
の

連
語
を
中
心
に
「
～
モ
ノ
ナ
ラ
バ
」
な
ど
と
も
に
形
成
さ
れ
た
、
肥

大
化
し
た
接
続
形
式
で
あ
る
と
さ（

れ）

、
中
世
以
前
よ
り
み
ら
れ
る
伝

統
的
な
語
法
を
な
お
根
強
く
保
持
す
る
用
法
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
俗
講
』
に
お
い
て
ナ
ラ
バ
形
式
が
堅
持
さ
れ
て
い

る
事
実
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
伊
勢
地
方
の
口
語
に
お
い
て
平
易
な

語
感
を
持
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
ナ
ラ
と
ナ
ラ
バ
と
の
間
に
は
な
お

一
線
が
画
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　　
　

五　

お
わ
り
に

　

伊
勢
国
神
職
講
『
六
諭
衍
義
俗
講
』
を
国
語
資
料
（
史
料
）
と
し
、

本
稿
に
お
い
て
そ
の
順
接
確
定
・
仮
定
の
接
続
形
式
に
つ
い
て
考
察

し
た
結
果
を
以
下
に
示
す
。

　

一�　

順
接
の
確
定
条
件
を
表
す
接
続
形
式
と
し
て
、「
已
然
形
＋

バ
」、
カ
ラ
、
ニ
ヨ
ッ
テ
、
ユ
ヱ
、
デ
を
使
用
す
る
中
で
、
江

戸
語
と
軌
を
一
に
す
る
カ
ラ
の
優
勢
と
、
伊
勢
方
言
と
連
続
す

る
地
域
共
通
語
的
性
格
を
帯
び
た
デ
の
使
用
が
注
目
さ
れ
る
。

　

二�　

順
接
の
仮
定
条
件
を
表
す
接
続
形
式
と
し
て
、
タ
ラ
、
ナ
ラ

（
バ
）、
ト
、
已
然
形
＋
バ
を
使
用
す
る
中
で
、
ナ
ラ
（
バ
）
を

凌
ぐ
タ
ラ
使
用
度
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
か
け
て
の
上

方
語
タ
ラ
伸
長
の
推
移
と
符
合
す
る
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
そ

15
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の
点
に
お
い
て
上
方
語
が
江
戸
時
代
後
期
の
伊
勢
方
言
に
影
響

を
与
え
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

今
回
、
取
り
上
げ
た
順
接
の
接
続
形
式
以
外
に
も
『
俗
講
』
が
国

語
資
料
（
史
料
）
と
し
て
有
す
る
価
値
に
つ
い
て
言
及
す
べ
き
課
題

は
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

注（
１
）�　
『
俗
講
』
の
成
立
事
情
と
国
語
資
料
（
史
料
）
と
し
て
の
特
徴
に

つ
い
て
は
、
安
道
里
巳
（
二
〇
一
七
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）　

注
（
１
）
に
同
じ
。

（
３
）�　
『
六
諭
衍
義
』
受
容
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
角
田
多
加
雄

（
一
九
八
四
）
に
詳
し
い
。

（
４
）�

用
例
の
掲
出
に
つ
い
て
は
句
読
点
を
付
し
、
判
読
し
か
ね
る
文
字

は
□
で
示
し
た
。

（
５
）
田
中
章
夫
（
一
九
六
五
）

（
６
）�

牛
山
初
男
（
一
九
六
九
）「
一
、
語
法
上
よ
り
見
た
る
東
西
方
言
の

境
界
線
に
つ
い
て
」
一
～
一
三
頁

（
７
）�

坂
梨
隆
三
（
一
九
八
七
）
一
七
五
頁

（
８
）�

彦
坂
佳
宣
（
一
九
九
七
）
二
三
〇
頁

（
９
）���

田
中
章
夫
（
一
九
九
三
）
二
七
三
～
二
七
六
頁

（
10
）�

管
見
に
よ
れ
ば
、
東
海
地
方
に
関
わ
り
の
あ
る
神
道
講
釈
『
神
道

平
談
』（
安
成
四
年
頃
刊
・
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
、
一
冊
、
青
山

直
虎
〈
文
化
元
～
明
治
五
年
〉
述
、
出
身
地
は
尾
張
）
に
お
い
て
次

の
よ
う
な
原
因
理
由
デ
の
使
用
が
確
認
で
き
る
。

　
　
　

○�

古
ハ
和
歌
ト
書
な
ん
だ
で
。
古コ

學ガ
ク

の
輩ト

モ
ガ
ラ
ウ
タ歌

よ
む
人
ハ
「
歌ウ

タ

と
の

ミ
書
く
が
よ
き
」
な
ど
云
。（
七
丁
オ
10
行
目
）

　
　
　

○�

猶
恋
と
い
ふ
事
。
色
と
云
歌
の
事
に
付
色
々
申
事
の
考
も
ご
ざ

り
ま
す
る
が
。
余
り
長
う
ご
ざ
い
ま
す
で
ま
た
御
聞
せ
申
ま
せ

う
。（
九
丁
ウ
８
行
目
）

　
　
　

○�

干ト
キ
ニ
コ
ノ

時
此
少
女
と
申
ハ
今
で
も
未オ

通ト

女メ

抔
も
書
て
在ア

ル

で
た
と
へ
男

に
合
て
も
若
き
女
と
心
得
ま
す
が
。（
十
丁
ウ
１
行
目
）

　
　
　

○�

と
ん
と
其
術シ

カ
タ

を
御
存ゾ

ン

知ジ

が
ご
ざ
り
ま
せ
な
ん
だ
て
。「
如イ

カ何ヾ
い

た
し
て
夫
婦
と
ハ
成
れ
る
で
有
う
」
と
仰
せ
ら
れ
ま
す
と
。（
十

丁
ウ
９
行
目
）

　
　
　

右
の
ほ
か
、
会
話
文
中
の
デ
の
用
例
（
一
例
）
も
み
ら
れ
る
。

　
　
　

○�

「
夫
ハ
夫
ハ
誠マ

コ
トに

御オ

前マ
エ

様
ハ
御オ

仕
合
で
ご
ざ
り
ま
す
。
結ケ

ッ

交カ
ウ

な

る
御
子
息
で
諸
事
御オ

行ユ
キ

届ト
ゞ
キ

な
さ
れ
て
お
出
な
さ
る
ゝ
で
。
最モ

早ハ
ヤ

御
隠
居
様
じ
や
な
。」（
四
丁
オ
４
行
目
）
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＊
庶
民
→
お
祖
父
様

　
　
　

�『
神
道
平
談
』で
は
原
因
理
由
の
接
続
形
式
と
し
て「
已
然
形
＋
バ
」

二
〇
例
、
ユ
ヱ
一
五
例
、
カ
ラ
四
例
、
デ
六
例
の
使
用
が
み
ら
れ

る
。
ち
な
み
に
『
神
道
平
談
』
の
カ
ラ
は
『
俗
講
』
と
は
異
な
り
、

そ
の
す
べ
て
が
会
話
文
に
お
け
る
用
例
で
あ
り
、『
俗
講
』
の
講

述
者
に
よ
る
直
接
的
な
表
現
と
し
て
の
カ
ラ
使
用
と
は
対
照
的
で

あ
る
。
ま
た
上
方
語
的
な
接
続
形
式
ニ
ヨ
ッ
テ
の
用
例
（
接
続
詞

「
ジ
ャ
ニ
ヨ
ッ
テ
」
三
例
を
除
く
）
は
な
い
。

（
11
）
岡
崎
正
繼
（
一
九
八
〇
）

（
12
）�

此
島
正
年
（
一
九
七
三
）
二
一
三
頁

（
13
）�

金
澤
裕
之
（
一
九
九
四
）、
矢
島
正
浩
（
二
〇
一
三
）
な
ど
。

（
14
）�

彦
坂
佳
宣
（
二
〇
一
一
）
に
よ
れ
ば
、「
尾
張
で
は
、『
タ
リ
＋
バ
』

型
は
、
調
査
の
範
囲
で
は
タ
レ
バ
形
で
や
や
固
い
表
現
の
必
然
確
定

例
、
こ
れ
に
対
し
、
タ
ラ
形
は
、
偶
然
確
定
と
完
了
性
仮
定
が
約
１

対
４
の
割
合
で
見
ら
れ
、
タ
ラ
形
が
確
立
し
て
い
る
」（
九
二
頁
）

と
い
う
。

（
15
）�

金
澤
裕
之
（
一
九
九
四
）
一
二
六
頁

（
16
）�

矢
島
正
浩
（
二
〇
一
三
）

（
17
）
山
口
尭
二
（
一
九
九
六
）
一
三
六
～
一
四
五
頁

参
考
文
献

安
道�

里
巳
（
二
〇
一
七
）「
伊
勢
国
神
職
講
『
六
諭
衍
義
俗
講
』
と
そ
の

言
語
」『
皇
學
館
論
叢
』
第
五
十
巻
第
三
号
、
皇
學
館
大
學
人
文
學

會

牛
山�

初
男
（
一
九
六
九
）『
東
西
方
言
の
境
界
』
信
教
印
刷

岡
崎�

正
繼
（
一
九
八
〇
）「
順
態
接
続
助
詞
『
と
』
の
成
立
に
つ
い
て
」『
國

學
院
雑
誌
』
第
八
十
一
巻
三
号
、『
国
語
助
詞
論
攷
』
お
う
ふ
う

（
一
九
九
六
）
に
所
収
。

金
澤�

裕
之
（
一
九
九
四
）「
明
治
期
大
阪
語
の
仮
定
表
現
」『
国
語
と
国
文

学
』
第
七
十
一
巻
第
七
号
、
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
、『
近
代
大

阪
語
変
遷
の
研
究
』
和
泉
書
院
に
所
収
。

金
澤�

裕
之
・
矢
島
正
浩
編（
二
〇
一
一
）『
近
世
語
研
究
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ

ブ
―
言
語
文
化
を
ど
う
捉
え
る
か
』
笠
間
書
院

金
田�

弘
（
一
九
七
六
）『
洞
門
抄
物
と
国
語
研
究
』
桜
楓
社

木
坂
基
（
一
九
八
八
）『
近
代
文
章
成
立
の
諸
相
』
和
泉
書
院

此
島
正
年
（
一
九
七
三
）『
国
語
助
詞
の
研
究　
助
詞
史
素
描
』
お
う
ふ
う

小
林�

賢
次
（
一
九
九
六
）『
日
本
語
条
件
表
現
史
の
研
究
』
ひ
つ
じ
書
房

坂
梨
隆
三
（
一
九
八
七
）『
江
戸
時
代
の
国
語　

上
方
語
』
東
京
堂
出
版

佐
久�
間
俊
輔（
一
九
九
五
）「
明
治
初
年
の
神
道
系
講
釈
に
お
け
る
指
定
辞
」

『
国
語
研
究
』
第
五
十
八
号
、
國
學
院
大
學
国
語
研
究
会
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角
田�
多
加
雄（
一
九
八
四
）「
六
諭
衍
義
大
意
前
史
―
六
諭
衍
義
の
成
立
と
、

そ
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て
―
」『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研

究
紀
要
』
第
二
十
四
号

田
中�

章
夫
（
一
九
六
五
）「
近
代
語
成
立
過
程
に
み
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
分

析
的
傾
向
に
つ
い
て
」『
近
代
語
研
究
』
第
一
集
、
武
蔵
野
書
院

田
中�

章
夫
（
一
九
九
三
）「
因
果
関
係
を
示
す
接
続
の
『
デ
』『
ノ
デ
』
の

位
相
」『
近
代
語
研
究
』
第
九
集
、
武
蔵
野
書
院

永
野�

賢
（
一
九
五
二
）「『
か
ら
』
と
『
の
で
』
は
ど
う
違
う
か
」『
国　

　

語
と
国
文
学
』
第
二
十
九
巻
第
二
号

野
村�

剛
史
（
二
〇
一
三
）『
日
本
語
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
歴
史
―
ミ
ヤ
コ
言

葉
か
ら
言
文
一
致
ま
で
』
岩
波
書
店

彦
坂�

佳
宣
（
一
九
九
七
）『
尾
張
近
辺
を
主
と
す
る
近
世
期
方
言
の
研
究
』

和
泉
書
院

彦
坂�

佳
宣
（
二
〇
一
一
）「
条
件
表
現
か
ら
み
た
近
世
期
日
本
語
の
景
観

―
『
方
言
文
法
全
国
地
図
』
と
国
語
史
・
近
世
方
言
文
献
の
対
照
か

ら
」
金
澤
裕
之
・
矢
島
正
浩
編
『
近
世
語
研
究
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ

ブ
―
言
語
文
化
を
ど
う
捉
え
る
か
』
笠
間
書
院
に
所
収
。

樋
渡�

登
（
二
〇
〇
七
）『
洞
門
抄
物
に
よ
る
近
世
語
の
研
究
』
お
う
ふ
う

前
田�

直
子
（
二
〇
〇
九
）『
日
本
語
の
複
文
―
条
件
文
と
原
因
・
理
由
文

の
記
述
的
研
究
―
』
く
ろ
し
お
出
版

諸
星�

美
智
直
（
二
〇
〇
四
）『
近
世
武
家
言
葉
の
研
究
』
清
文
堂

矢
島�

正
浩
（
二
〇
一
三
）『
上
方
・
大
阪
語
に
お
け
る
条
件
表
現
の
史
的

展
開
』
笠
間
書
院

山
口
尭
二
（
一
九
九
六
）『
日
本
語
接
続
法
史
論
』
和
泉
書
院

湯
澤
幸
吉
郎
（
一
九
五
四
）『
増
訂
江
戸
言
葉
の
研
究
』
明
治
書
院

吉
田�

永
弘
（
二
〇
〇
七
）「
中
世
日
本
語
の
因
果
性
接
続
助
詞
の
消
長

｜

ニ
ヨ
ッ
テ
の
接
続
助
詞
化
を
中
心
に

｜

」
青
木
博
史
編
『
日
本
語
の

構
造
変
化
と
文
法
化
』
ひ
つ
じ
書
房

付
記

　

本
稿
は
平
成
二
十
三
年
度
國
學
院
大
學
国
語
研
究
会
後
期
大
会
（
平
成

二
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
基
と
し
て
い

る
。

　

席
上
、
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


